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中
国
は
「
台
湾
は
中
国
領」
と

い
うが、
こ
れ
は
要
望
で
あっ
て

寧
実
で
は
な
い。
カ
ナ
ダ
が
中
国

と
の
国
交
交
渉
で
こ
う
反
論
し

た。①
台
湾
は
カ
ナ
ダ
領
で

なく、

台
湾
を中
国
領と
承
認
す
る
立
場

こ
な
い。

②
カ
ナ
ダ
が
こ
れ
を
承
認
す
れ

ば
カ
ナ
ダ
の
船
船・
国
民
の
訪
台

時
に
中
国
政
府
の
ピ
ザ
を
得
なけ

れ
ば
な
ら
ぬ
が、
中
国
が
台
湾
を

実
効
支
配
し
て
い
な
い
以
上、
中

感

吉之助

李
総
統
来
日
問
題
と
日
本
政
府の
対
中
姿
勢

伊原

李登輝総統訪日騒動

十
月二
日
か
ら
広
島
で
聞
か
れ

る
ア
ジ
ア・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競技

大
会
開
会
式
に、
台
湾
の
李
登
輝

総
統
が
来
賓
と
し
て
招
請
状
を
受

け
取っ
て
い
て、
大
騒
ぎ
に
なっ

た。「一
中一
台」
を
認
め
ぬ
中
国

は入
国
拒
否
を
日
本
に
迫
り、「
統

一
ま
で
は
対
等
の二
政
治
実
体」

とす
る
台
湾は、
国
際
社
会
に「
中

国
とは
別
の存
在」
を
訴
え
る
好

機
と
し
て
訪
日
に
期
待
し
た。

中
台
外
交
戦
に
倦き
込
ま
れた

日
本
政
府・
外
務
省
は
「
招
請
状

を
出
し
た
ア
ジ
ア・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
評
議
会
O
C
A
と、
当
事
者
で

ある
中
台
と
の三
者
協
議」
に
解

決
を
委
ね
た
が、
裏
で
は
李
総
統

勧
日
つ
ぶ
し
に
動
い
た。
中
国へ

は
早
く
か
ら
「
実
現
さ
せ
ぬ」
と

通
tpレ
て
い
た
ら
し
い。
台
湾
に

は、
李
総
統
の
代
理
と
し
て
徐
立

徳
副
首
相・
町制
為
藩
文
相・
李
宗

精
俸
育
運動劃
総
会
会
長
三
人
の
出

席
を
認
め
て
折
り合
い
を
つ
け
た

つ
も
りだっ
た。

哀
れな
ほ
ど
小
心
な
対
応
で
あ

る。
日
本
が
「
ス
ポ
ー
ツ
に
政
治

を介
入
さ
せ
る
な」
と
中
国
を
た

し
なめ
る
べ
き
場
面
だっ
た。
外

交
は
相
手
に「
敵
な
が
ら
天
晴
れ」

と
思
わ
さ
ぬ
と成
功
し
な
い。

結
局、
九
月
十
二
日
に
O
C
A

の
ア
I
マ
ド
会
長
が、
広
島
大
会

に
は
開
催
国
日
本
以
外
の
政
治
的

人
物
は
招
待
せ
ずと
声
明
し、
決

着
を
つ
け
た。
台
湾
は
李
総
統
の

不
多
加
を決
め
た
が、
中
国
は
な

お
追
及
の
手を
緩
め
ず、
九
月
十

五
日、
徐
立
徳
ら
三
人
に
つ
い
て

も
入
国
許
可
を
取
り
消
す
よ
う
日

本
政
府
に
求
め
た。
台
湾
の
「
政

治
的
存
在」
を
徹底
的
に
抹
殺
す

る
僧－え
で
あ
る。

こ
の
騒
安か
ら
三
つ
の
特
徴
が

浮
か
びょ
が
る。
中
国
の
独
善
と

強
引
さ、
日
本
の
事
な
か
れ
主
義

と自
主
性
の
無
さ、
台
湾
の
国
際

承
認
要
求
の
強
さ。

中
国
の
身
勝
手
な
要
求

国
の
ピ
ザ
は
役
立
た
な
い。

③
中
国
が
台
湾
移統
治
し
て
い

れ
ば、
他
国
と
国
交
を
結
ぶ際
に

中
国
領と
の
承
認
を求
め
る必
要

は
な
い。
米
国
が
国
交
を結
ぶ
時、

ハ
ワ
イ
が
米
国
領
で
ある
と
承
認

せ
よ
と
は
言
わ
ぬ
だ
ろ
う。

中
国
が
錦
の
御
旗
に
す
る
各
国

と
の
共
同
声
明
は、「
中
国
が
台
湾

を
自
国
領だ
と
主
張
す
る
こ
と」

を「
理
解」「
尊
重」
し
て
い
る
だ

け
で、
「
承
認」

はし
て
い
な
い。

穆
実
に
反
す
る
の
だ
か
ら、
承
認

し
ょ
う
が
な
い
の
だ。

一
侵
攻
で
死
ん
だ。
ク
ウェ
ー
ト
選
一関
係
が
ひ
ど
い。

一
ま
い
か
に
桑
原
欝二「
正
論」「
産

一
九
七一
年
に
国
連
代
表
権
が一
手
団
代
表
と
し
て
北
京
大
会
に
参一
「
日
中
関
係
は、
一
方
は
事
あ一
経新
聞」
九
月
五
日）。

「
中
華
民
国」
か
ら
「中
華人
民一
加
し
た
ア
l
マ
ド
殿
下
は、
イ
ラ一
る
毎
に
過
去
を
聞
い、
他
は
経
済一

孫子
日
く、「
百
戦
百
勝
す
る
は

共
和
国」
に
変
わっ
た
が、「
中
華一
ク
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
訴
え
た
が、
中一
協
力
で
歓
心
を
里〔
互い
う
極
め一
善
の
蓄
な
る
者
に
非
ざ
る
な
り。

民
国」
が大
陸
を代
表
し
て
い
な一
国
は
「
政
治
は
政
治、
ス
ポ
ー
ツ一
て
片
務
的
な
関
係
だっ
た。
こ
れ一
戦
わ
ず
し
て
人
の
兵
を
屈
す
る
は

かっ
た
よ
う
に、「
中
華
人
民
共
和一
は
ス
ポ
ー
ツ」
と
言っ
て
断っ
た。一
を
放
置
す
る
と
国
民
の
心
中
の
も一
善
の
善
な
る
者
な
り」
（「
謀
攻

国」
は
台
湾
を
代
表
し
て
い
な
い。一
そ
れ
な
ら
と
今
回、
李
総
統
を
招一
や
も
や
は一
段
と
増
幅
す
る
だ
ろ一
篇」）。
日
本
は
中
国
に「
自
ら
屈
し

両
政
権
共
存
で
は
旧
東
西
ド
イ一
待
し
て
中
国
に
しっ
ぺ
返
し
し
た一
う。
政
府
は
そ
の
危
険な
芽
生
え一
て
い
る」
よ
う
に
見
え
る。

ッ、
現
南
北
朝
鮮
と
同
じ
で
あ
る。一
の
で
あ
る。

一
こ
そ、
恐
れ
戦
く
べ
き
で
は
あ
る一

と
こ
ろ
が
中
華人
民
共
和
国
政
府一

だ
が
ア
1
マ
ド
殿
下
の
意
に
反一

は、
あ
た
か
も
現
在
台
湾
移
実
効一
し、
中
国
は
ス
ポ
ー
ツ
に
政
治
で一

事
な
か
れ
主
義
外
交

支
配
し
て
い
る
か
のよ
う
に
振
舞一
介
入
し
た。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章一

っ
て
い
る。

一
に
は
「
い
か
な
る
国
も
個
人
も、
一
寧
な
か
れ主
義
は、
強
い
主
張一

こ
れ
ま
で
何
度
「一一
う
べ
き
こ

ク
ウェ
ー
ト
籍
の
ア
1
マ
ド・
一
人
種・
宗
教・
政
治
を
理
由
に
差一
に

｜弓童9ら
れ
る。
中
国
然
り、
一
と
を一言
お
う」
と
い
わ
れ
て
き
た

フ
ァ
ハ
ド
会
長
が
李
登
輝
総
統
を一
別
し
て
は
な
らな
い」
と
あ
る
の一
北
朝
鮮
然
り。
対
米
関
係
も
然
り。一
こ
と
か。一言
う
べ
き
こ
と
を
言
え

招
請
し
た
の
は、
中
国へ
の
あ
て一
に、
中
国
は
「
乙
の
問
題
は
ス
ボ一
こ
ち
ら
に
原
理
原
則
が
な
い
隈一
な
い
日
本
人
が
多
い
か
ら
で
あ

っ
廿
だっ
た。
前
回
の
北
京
大
会一
I
ツ
で
は
な
い、
政
治
問
題
た」
一
り、
善
意
で
対
応
し、
金
を
出
し一
る。
無
理
も
な
い。
人
材
を
養
成

は、
イ
ラ
ク
の
ク
ウェ
ー
ト
侵
攻一
と
強
引
に
反
対
を
貫
い
た。
開
催一
て
も
軽
蔑
さ
れ
る
だ
けだ。
国
際一
し
て
こ
な
かっ
た
の
だ。

直
後
に
聞
か
れ
た。
初
代
O
C
A一
国
日
本
の
政
府
も
中
国
に
与
し一
社
会
で
名
嘗
あ
る
地
位
を
占
め
た一

喧
嘩
の』
立志
い
人
ほ
ど、
自
己

会
長
シェ
ー
ク・
フ
ァ
ハ
ド
殿
下一
た。
O
C
A
は
中
国
に
屈
服
す
る一
い
と
い
う
憲
法
前
文
の
願
い
は、
一
主
張
も
調
停
も
つ
ま
い。
噴
嘩
を

（
ア
l
マ
ド
殿
下
の
父）
が
こ
の一
ほ
か
な
かっ
た。

一
事
な
か
れ
主
義
で
は
達成
で
きな一
通
じ
て
人
間
関
係
に
通
じ
て
い
る

一
い。

一
か
ら
だ。
だ
が
今
や一
人っ
子、

台
湾
無
視
姿
勢
の
背
景

一
外
務
省
の
雑
誌
『外
交
フ
ォ
1一一
天っ
子
で
大
事
に
育て
ら
れ
て

一
ラ
ム」
九
月
号
で、
波
多
野
敬
雄一
い
て、
喧
嘩
な
ど
し
た
こ
と
が
な

日
本
は
こ
の
中
国
の
独
善
に
同一
が
台
風
で
台
北
空
港
に
緊
急
着
陸一
前
国
連
大
使が
い
う。「
意
見
をハ一
い。
学
校
で
表
現・
主
張
の訓
練

調
し
て
き
た。
だ
が、
台
湾
の
繁一
し
た
向
野
外
相
は、
バ
ン
コ
ク
に一
ッ
キ
リ
い
わな
い
と
尊
敬さ
れ
な一
を
し
て
い
な
い。
秀
才
は
理
解
し

栄
ず
る
経
済
が、
冷
戦
後
の
新
世一
着
い
て
か
ら、「一
歩
も
機
外
に
出一
い。
敵
を
作
る
の
を
嫌
う
考
え
方一
て
主
張
せ
ず、
で
き
も
し
な
い。

界
秩
序
槍
築
に
貢
献
で
き
る
力
量一
ま
せ
ん
で
し
た」
と
中
国
外
相
に一
が、
明
確
な
主
張
を
す
る
支
障
に一
国
会
で
代
議
土
は
質
問
も
答
弁
も

を
持っ
た
上、
政
治
も
民
主
化
が一
報t
pレ
て
い
る。「
朝
貢
国
じゃ
あ一
なっ
て
い
る」。
こ
れ
を
受
け
て
諸一
他
人
の
書
い
た
文
寧
を
俸
読
み
す

進
み、
共
産
党
独
裁
体
制
の
大
陸一
あ
る
ま
い
に」
と
言
い
た
く
な
る
二
井
慶
秩
父
セ
メ
ン
ト
会
長
が
い一
る
だ
け。
新
聞
記
者
も
反
論
や
貨

と
は
別
の
独
自
の
存
在
に
な
っ一

日
本
の
台
湾
無
視
の背
後
に、
一
う。「
仲
介
役
は
双
方
か
ら
恨
ま
れ一
聞
を
ほ
と
ん
ど
せ
ず、
相
手
の一言

た。
国
民
党
独
裁
体
制
は、
李
登一
「
い
ま
李
登
続
総統
を受
目
入
れ一
る
覚
悟
が
必
要
で
す」。
日
本
外
務一
い
分
を
聞
い
て
書
く
だ
け。

輝
総
統
の
下
で
解
体
し
た
の
だ。
一
る
と
日
中
関
係
は
大
変
な
こ
と
に一
省
が
中
国
側
か
ら
も
叩
か
れ
な
い一
こ
れ
ほ
ど
主
張
の
不
得
意
な
国

こ
の
新
生
台
湾
を
見
直
す機
運一
な
る。
台
湾
と
政
治
関
係
を結
ぶ一
と、
仲
介
役
を
果
た
し
て
い
る
と一
民
が、
金
持
ち
に
なっ
て
世
界
中

が
こ
こ
二、
三
年盛
ん
で、
西
側一
プ
ラ
ス
と、
日
中
関
係
に
与
え
る一
は
言
え
な
い

のだ。
周
恩
来
を
怒一
か
ら
懐
を
狙
わ
れ
て
い
る。
日
本

主
要
各
国
が
顛
繁
に
現
職
閣
僚
を一
マ
イ
ナ
ス
で
は
比
較
に
な
ら
な一
鳴
ら
せ
た
高
島
条
約
局
長
に
学
ん一
は
二
十一
世
紀
に
野
垂
れ
死
に
せ

訪台
さ
せ
て
い
る
が、
日
本
だけ、一
い」
と
い
う
判
断
が
あ
る
ら
し
い。一
で
戴
き
た
い。

一
ず
に
済
む
の
だ
ろ
う
か
？

中
国
寄
り
の
姿
勢
を改
め
て
い
な一
だ
が
「
大
変
な
こ
と」
に
なっ
た一

ぃ。

一
方
が
日
本
の
た
め
だ
現
在
の
日
一

対
中
姿
勢
を
変
え
よ

今
年一
月
八
日、
訪
中
し
た
羽一
中
関
係
は、
日
本
が
中
国
の
思
い一

国
外
相
（
当
時）
が
北
京
で
の
記一

のまま操
ら
れ
る一
方
的
な
関
係一

日
本
外
交へ
の
要
望
が
二
つ
あ一
や
め
る
と
と。
こ
れ
は
中
国
に
と

者
会
見
で
現
職
閣
僚
の
訪台
を
否一
に
あ
る
か
ら
だ。
一
九
八
二
年
の一
る。

一
つ
で
も
迷
感
だ
ろ
う。
時
々
日
本

定
し
た。
七
月
二
十
四
日、
乗
機一
教
斜
・
問
題
以
来、
そ
の一
方
的一

第
て
対
中べ
っ
た
り
姿
勢
を一
が
反
抗し
てく
れ
な
い
と、
叩
い

て
恐
れ
入
ら
せ
る
機会
が
減
る
か一
る
好
機
で
ある。
台
湾
の存
在
を

ら
だ。
外
交
官
は
駆
け
引
き
に
長一
認
め
れ
ば、
日
本
外
交
は
虚
衡
か

じ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が、
日一
ら
脱
し、
無
二

の友好
国
を
持
て

本
外
交
は
生
真
面
目
す
ぎ
て
柔
軟一
るb

性
に
欠
け
る。
駆
け
引
き
な
ど
し一

台
湾
は当
面、
李
総統
の
訪
日

ない、誠実一本鎗といゑら、一をあくまで求めよっω問題化

台
湾
に
も
誠
実
で
あ
っ
て
ほ
し一
す
れ
ば
中
国
の
独
善、
日
本
の
軟

い。
大
にへ
つ
ら
い、
小
に
倣
慢一
弱
さ
が
浮
か
びょ
が
る。
次
は、

と
映
る
か
ら、
対
中
外
交
に
卑
屈一
十
月
末
に
樹
浜
で
聞
か
れ
る

列

さ
が臭
う
の
で
あ
る。

一
刻
河川
刻
川4J
M川
刻
刻
川到

日
中
関
係
を
特
別
視
し
ては
い

司出
席
要
求
が
出
ょ
う1
母
校

けな
い。
普
通
の
関
係
に
直
し
て一
京
都
大
学
の
同

窓百
席
も、
二

健
全
化
し
な
い
と、
日
本
側
に
穆一
年
越
し
の
懸
案だ。
一
昨
年
十一

月
の
「
ア
ジ
ア・
オー
プン・
フ

ォ
ー
ラ
ム」
京
都
大
会へ
の
出
席

は、
外
務
省
が
阻
止
し
た。「
天
皇

訪
中
と
重
な
り、
中
国
を
刺
激
す

る」
と
い
う
理
問
たっ
た
と
聞
い

て
い
る。

日
本
は
来
年
十一
月、
ア
ジ
ア

太
平
津
経
済
協
力
会
議
A
P
E
C

の
閣
僚会
議・
首
脳
会
議
を
主
催

す
る。
こ
こ
で
も
李
総
統
訪
日
問

題
が
生
ず
る。

九
月
七
日、
ア
メ
リ
カは
新
台

湾
政
策
を
発
表
し、
台
湾
最
高
指

導
者
の
米
国
通
過
を
認
め
た。
今

年
五
月、
李
総
統
が
中
南
米
の
国

交
国
を
訪
問
す
る
際、
日
米
経
由

を
試
み
た
が、
日
本
は
拒
吾、
米

国
は
給
油
を
認
め
た
だ
け
で
滞
在

さ
せ
な
かっ
た。
だ
が、
今
後
は

滞
在
で
き
る。
残
る
は
白
本
だ
け

だ。
台
湾
は
李
総
統
訪
日
が
実
現

す
る
ま

で手移ゆ
る
密広
い。
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債
が
た
ま
る。

台
湾
の
「
存
在
承
認
要
求」
外

交
は、
日
本
の
中
国
傾
斜
を改
め

新
世
界
無
秩
序
に
備
え
よ

日
本
外
交
へ
の
要
望
第
二
点

は、
明
確
な
主
張
を
持
て
と
い
う

点
で
あ
る。
日
本
の
望
む
世
界
秩

序
を
示
し、
そ
の
実
現
の
た
め
努

力
と
説
得
を
続
甘
る
こ
と。
国
際

社
会
で
行
動
す
る
に
は、
目
指
す

も
の
を
明
示
せ
ね
ば
な
らな
い。

こ
れ
は
外
務
官
僚
よ
り、
政
治
家

の
任
務
だ
るつ。

日
本
は、
国
連
安
保
理
事
会
の

常
任
理
事
国
を
狙っ
て
い
る。
た

か
が
李
総
統
来
日
問
題一
つ
を
さ

ば
け
ず
に、
ど
う
し
て
国
際
紛
争

が
処
理
で
き
よ
う
か。
今
後
は
新

世
界
無
秩
序
が
予
想
さ
れ
て
い

る。
そ
う
い
う
時
に、
ひ
た
す
ら

波
風
を
立
て
ぬ
よ
う
に
と
望む
だ

け
で
は
外
交
不
在
と
い
う
ほ
か
な

だ
が、
構
想
立
案
も
運
用

も人。

人
材
が全
て
か
も
知
れ
な
い。
日

本
は
大
量
生
産
の
た
め、
自
己
主

張
し
な
い
お
と
な
し
い
中
堅
を
大

量
生
産
し
た。
今
後
必
要
な
の
は

指
導
者
と
独
創
的
人
材
詩
人
材

養
成
が
急
務
で
あ
る
！

（
帝
塚
山
大
学
教
授）
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